
　

倉
吉
市
の
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー「
く
ら
す
け
く
ん
」の
デ
ザ
イ

ン
を
、
よ
り
多
く
の
皆
さ
ん
に

使
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
、「
く

ら
す
け
く
ん
の
使
用
に
関
す
る
要

綱
」、「
く
ら
す
け
く
ん
活
用
ガ
イ

ド
」を
作
成
し
ま
し
た
。

　

「
活
用
ガ
イ
ド
」
に
は
、
現
在
、

22
種
類
の
ポ
ー
ズ
を
掲
載
し
て
い

ま
す
の
で
、
利
用
シ
ー
ン
に
応
じ

て
選
ん
で
く
だ
さ
い
。

　

デ
ザ
イ
ン
の
使
用
に
あ
た
っ
て

は
、
あ
ら
か
じ
め
使
用
届（
非
営

利
の
場
合
）、
ま
た
は
使
用
承
認

申
請
書（
営
利
目
的
の
場
合
）の
提

出
が
必
要
で
す
の
で
、
要
綱
、
活

用
ガ
イ
ド
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

要
綱
、
活
用
ガ
イ
ド
の
配
布
場
所

総
合
政
策
課
、市
民
課
、関
金
支
所

支
所
管
理
課
、図
書
館
、エ
キ
パ
ル

倉
吉

※ 

倉
吉
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し

て
い
ま
す
。

※ 

く
ら
す
け
く
ん
の
デ
ザ
イ
ン（
ロ
ゴ

を
含
む
）
を
自
己
の
商
標
や
、
意
匠

と
す
る
こ
と
な
ど
は
で
き
ま
せ
ん
。

※
使
用
料
は
無
料
で
す
。

《「くらすけくん」のデザインをご活用ください》
あなたのそばに「くらすけくん」を。

問総合政策課（あ２２―８１６１／い２２―８１４４）

《４月１日から新しい児童手当制度が始まりました》
子ども手当は、平成２４年３月で終了しました。

問子ども家庭課（あ２２―８１００／い２２―７０２０）

【
支
給
対
象
】

　

中
学
校
卒
業
ま
で（
15
歳
の
誕

生
日
後
最
初
の
３
月
31
日
ま
で
）

の
児
童
を
養
育
し
て
い
る
人

【
支
給
額
】

児童の年齢 児童手当の額
（一人当たりの月額）

３歳未満 一律 １５，０００円

３歳以上
小学校修了前

１０，０００円
（第３子以降は１５，０００円）

中学生 一律 １０，０００円

※ ６月分から所得制限以上の場合は、特例給付として

５，０００円
※ 第３子以降とは、１８歳の誕生日後の最初の３月３１

日までの養育している児童の中で数えます。

　

６
月
分
以
降（
10
月
支
給
分
）か

ら
所
得
制
限
が
導
入
さ
れ
ま
す
。

　

生
計
の
中
心
者（
所
得
の
多
い

人
）で
審
査
し
ま
す
。

【所得制限限度額】

扶養親族
などの数

所得額
（万円）

収入額
の目安
（万円）

０人 ６２２ ８３３．３

１人 ６６０ ８７５．６

２人 ６９８ ９１７．８

３人 ７３６ ９６０．０

４人 ７７４ １００２．１

５人 ８１２ １０４２．１

【
支
給
方
法
】

　

年
３
回（
６
、10
、２
月
）に
、
前

月
分
ま
で
の
手
当
を
支
給
し
ま
す
。

※
６
月
の
定
期
払

６
月
８
日（
金
）に
指
定
口
座
に

振
り
込
み
ま
す（
２
、３
月
分
の

子
ど
も
手
当
、
４
、
５
月
分
の

児
童
手
当
が
支
給
さ
れ
ま
す
）。

【
受
給
手
続
】

　

子
ど
も
が
生
ま
れ
た
り
、
倉
吉

市
に
転
入
し
た
と
き
は
認
定
請
求

の
申
請
が
必
要
で
す
。

　

申
請
し
た
月
の
翌
月
分
か
ら
手

当
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

申
請
場
所

：

子
ど
も
家
庭
課
、

関
金
支
所
支
所
管
理
課

※ 

公
務
員
の
場
合
は
、
勤
務
先
に
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
に
必
要
な
も
の

・ 

請
求
者
の
健
康
保
険
被
保
険
者

証（
会
社
員
な
ど
）

・ 

請
求
者
名
義
の
金
融
機
関
の
口

座
が
確
認
で
き
る
も
の

・ 

児
童
手
当
用
所
得
証
明
書（
平

成
24
年
１
月
１
日
現
在
で
、
倉

吉
市
に
住
民
登
録
が
な
い
場
合

は
、
前
の
住
所
地
よ
り
発
行
）

※ 

必
要
に
応
じ
て
、
書
類
の
提
出
を
お

願
い
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※ 

３
月
31
日
ま
で
に
子
ど
も
手
当
て
の

認
定
を
受
け
て
い
る
人
は
、
申
請
の

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

【
現
況
届
】

　

６
月
分
以
降
の
児
童
手
当
な
ど

を
受
け
る
に
は
、
現
況
届
の
提
出

が
必
要
と
な
り
ま
す（
受
給
者
全

員
に
関
係
書
類
を
郵
送
し
ま
す
）。

　

必
ず
６
月
中
に
提
出
を
し
て
く

だ
さ
い
。
提
出
が
な
い
場
合
、
６

月
以
降
の
支
給
が
受
け
ら
れ
な
く

な
り
ま
す
。

提
出
場
所

：

子
ど
も
家
庭
課
、

関
金
支
所
支
所
管
理
課

※ 

公
務
員
の
場
合
は
、
勤
務
先
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

提
出
期
限

：

６
月
29
日（
金
）

現
況
届
に
必
要
な
も
の

・ 

請
求
者
の
健
康
保
険
被
保
険
者

証（
会
社
員
な
ど
）

・ 

児
童
手
当
用
所
得
証
明
書（
平

成
24
年
１
月
１
日
現
在
で
、
倉

吉
市
に
住
民
登
録
が
な
い
場
合

は
、
前
の
住
所
地
よ
り
発
行
）

※ 

必
要
に
応
じ
て
、
書
類
の
提
出
を
お

願
い
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

【
そ
の
ほ
か
の
届
け
】

　

住
所
の
変
更
、
受
給
者
ま
た
は

児
童
の
名
前
の
変
更
、
養
育
状
況

に
変
更
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
速

や
か
に
届
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

◎ 

子
ど
も
手
当（
平
成
23
年
10
月

分
〜
平
成
24
年
３
月
分
）
を
ま

だ
申
請
し
て
い
な
い
場
合
は
、

９
月
末
ま
で
に
申
請
し
て
く
だ

さ
い
。
申
請
す
れ
ば
子
ど
も
手

当
を
受
給
で
き
ま
す
。

歩く。 お辞儀。 ご案内。 喜ぶ。 後ろ。 持つ。 寝転ぶ。 普通。 走る。

入浴（温泉）。

旬の話題やニュースをピックアップして紹介します。
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【
対
象
と
な
る
住
宅
】

　

次
の
①
〜
⑤
を
す
べ
て
満
た
す
も
の

① 

倉
吉
市
内
に
建
築
さ
れ
て
い
る
、現
に

居
住
し
て
い
る（
予
定
が
あ
る
）も
の

② 
木
造
の
一
戸
建
て
住
宅（
店
舗
な
ど

の
用
途
を
兼
ね
る
も
の
は
、
店
舗
な

ど
の
部
分
面
積
が
、
延
べ
面
積
の
１

／
２
未
満
で
あ
る
こ
と
）

③ 

昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
建
築
さ

れ
た
も
の

④ 

延
べ
床
面
積
が
２
０
０
㎡
程
度
、
階

数
２
階
以
下
の
も
の

⑤ 

次
の
い
ず
れ
か
で
建
築
さ
れ
た
も
の

　

・
在
来
軸
組
工
法

　

・
伝
統
的
工
法

　

・
枠
組
壁
工
法

　

※ 

プ
レ
ハ
ブ
工
法
や
丸
太
工
法
な
ど
は
対

象
外
で
す
。

【
耐
震
診
断
を
行
う
技
術
者
】

　

倉
吉
市
が
業
務
委
託
し
た
民
間
建
築

団
体
に
所
属
す
る
建
築
士
か
ら
選
定
さ

れ
、
派
遣
さ
れ
ま
す
。

【
耐
震
診
断
の
内
容
】

　

住
宅
の
壁
や
天
井
な
ど
を
は
が
す
こ

と
な
く
、
目
視
に
よ
る
外
部（
敷
地
・

外
壁
・
屋
根
）お
よ
び
内
部（
各
室
内
・

床
下
・
天
井
裏
）
の
調
査
や
、
既
存
の

図
面
を
基
に
、
住
宅
の
耐
震
性
能
を
診

断
す
る「
一
般
診
断
法
」で
す
。

【
診
断
費
用
】個
人
負
担
は
あ
り
ま
せ
ん
。

【
募
集
戸
数
】

10
戸（
申
請
多
数
の
場
合
は
抽
選
。
募
集

戸
数
を
下
回
っ
た
場
合
は
随
時
募
集
し

ま
す
）

【
募
集
期
間
】

６
月
１
日（
金
）〜
７
月
31
日（
火
）

倉
吉
市
木
造
住
宅
耐
震
診
断
事
業

住
宅
の
無
料
耐
震
診
断
を
市
が
行
い
ま
す
。

【
実
施
す
る
補
助
事
業
と
募
集
件
数
】

改
修
設
計（
補
強
工
事
を
す
る
た
め
の

設
計
）

：

一
戸
建
て
の
住
宅
５
戸

耐
震
改
修（
補
強
工
事
）

： 

５
戸

【
対
象
と
な
る
建
物
】

① 

倉
吉
市
内
に
建
築
さ
れ
て
い
る
も
の

② 

昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
工
事
着

手
し
た
建
築
物

【
補
助
金
の
額
】

 

改
修
設
計

費
用
の
２
／
３（
最
高
24
万
円
）

耐
震
改
修

費
用
の
う
ち
最
高
１
０
０
万
円

倉
吉
市
震
災
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
促
進
事
業

住
宅（
一
戸
建
て
住
宅
）の
改
修
設
計
・
耐
震
改
修
を
行
う
所
有
者
に
、

費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

《住宅の耐震診断・耐震改修を支援します》
各種制度を利用して安心安全な暮らしを。

問景観まちづくり課（あ２２―８１７５／い２２―８１４０）

《第５４回「水道週間」》
期　間：６月１日（金）～７日（木）

問水道局（あ２６―１０３１／い２６―３２４２）
　

わ
が
国
の
水
道
は
、
ほ
と
ん
ど
の
家
庭
で
利
用
で
き
る
ま
で
に
普
及
し
、

日
常
生
活
に
な
く
て
は
な
ら
な
い
重
要
な
生
活
基
盤
に
な
り
ま
し
た
。

　

蛇
口
を
ひ
ね
れ
ば
当
た
り
前
の
よ
う
に
出
て
く
る
水
道
水
で
す
が
、

こ
の
機
会
に
水
道
の
大
切
さ
を
見
つ
め
直
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

メ
ー
タ
ー
の
取
り
替
え

　

水
道
メ
ー
タ
ー
は
、
計
量
法
に
基

づ
き
、
有
効
期
間
が
８
年
間
と
定
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
有
効
期
間
が
満
了

と
な
る
も
の
は
、
水
道
局
が
無
償
で

取
り
替
え
を
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
も
６
月
か
ら
、
水
道
局
か

ら
委
託
を
受
け
た
業
者（
身
分
証
明

証
を
携
行
）
が
、
水
道
メ
ー
タ
ー
の

取
り
替
え
を
行
い
ま
す
。

　

対
象
と
な
る
場
合
は
、
事
前
に
お

知
ら
せ
し
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

　

悪
質
訪
問
販
売
に
注
意

　

水
道
局
の
職
員
を
装
い
、
水
質

検
査
や
器
具
販
売
な
ど
を
持
ち
か

け
る
業
者
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

ナ
チ
ュ
ラ
ル
ミ
ネ
ラ
ル
ウ
ォ
ー
タ
ー

「
倉
吉
の
水
」

好
評
発
売
中
!!

　

水
道
局
で
は
、
市
水
道
の
発
祥
地

で
あ
る
余
戸
谷
町
水
源
地
の
原
水
を

く
み
上
げ
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
に
封
入

し
、
販
売
し
て
い
ま
す
。

販
売
場
所

：

水
道
局
、
市
役
所
売

店
、
赤
瓦
一
号
館
、
道
の
駅「
犬
挟
」、

せ
き
が
ね
湯
命
館
、
グ
リ
ー
ン
ス

コ
ー
レ
せ
き
が
ね
、
伯
耆
し
あ
わ
せ

の
郷
、
ク
ラ
カ
フ
ェ
ほ
か

通
信
販
売

：

ク
ラ
カ
フ
ェ

（

h
ttp
://w
w
w
.co
u
p
la
ca
fe
.co
m
/

）

価　

格

：

１
０
０
円（
５
０
０
ml
／
税
込
）

ル

!!

【今年度の水道週間の取り組み】
　上灘地区民生児童委員協議会にご
協力をいただき、単身高齢者世帯な
どの無料点検を予定しています。
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旬の話題やニュースをピックアップして紹介します。

今年のデザインはコレだ！

《第３６回倉吉打吹まつりは８月４日（土）、５日（日）》
第１回の実行委員会が開催され、倉吉の「夏まつり」が動き出しました。

問倉吉打吹まつり実行委員会事務局（観光交流課内）（あ２２―８１５８／い２２―８２３０）
　

今
年
も
、
８
月
４
日（
土
）
と
５
日

（
日
）に
、「
倉
吉
打
吹
ま
つ
り
」が
開
催

さ
れ
ま
す
。

　

そ
れ
に
伴
い
、
今
年
も
オ
リ
ジ
ナ
ル

Ｔ
シ
ャ
ツ
と
ポ
ロ
シ
ャ
ツ
を
販
売
し
て

い
ま
す
。
さ
ら
に
今
年
は
、
オ
リ
ジ
ナ

ル
マ
フ
ラ
ー
タ
オ
ル
も
加
わ
り
、
倉
吉

の
ま
つ
り
を
盛
り
上
げ
ま
す
。

　

買
っ
て
協
力
！
着
て
参
加
！

　

家
族
や
友
だ
ち
と
一
緒
に
、
あ
る
い

は
職
場
や
グ
ル
ー
プ
で
ご
購
入
い
た
だ

き
、
ま
つ
り
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

【
Ｔ
シ
ャ
ツ
】

販
売
価
格

：

１
，５
０
０
円

色

：

黒
、
ブ
ル
ー
、
ピ
ン
ク

サ
イ
ズ

：

１
５
０
㎝
、Ｓ
、Ｍ
、Ｌ
、Ｘ
Ｌ

※ 

１
３
０
㎝
、
Ｘ
Ｘ
Ｌ
、
Ｘ
Ｘ
Ｘ
Ｌ
サ
イ
ズ

も
、
受
注
生
産
で
販
売
し
ま
す
。

【
ポ
ロ
シ
ャ
ツ
】

販
売
価
格

：

２
，０
０
０
円

色

：

黒
、
エ
ン
ジ

サ
イ
ズ

：

Ｓ
、
Ｍ
、
Ｌ
、
Ｘ
Ｌ

※ 

Ｓ
Ｓ
、
Ｘ
Ｘ
Ｌ
サ
イ
ズ
も
、
受
注
生
産
で

販
売
し
ま
す
。

【
マ
フ
ラ
ー
タ
オ
ル
】

販
売
価
格

：

７
０
０
円

色

：

ピ
ン
ク
、
グ
リ
ー
ン
、
イ
エ
ロ
ー

サ
イ
ズ

：

長
さ
１
１
０
㎝
×
幅
20
㎝

【
販
売
取
扱
場
所
】

パ
ー
プ
ル
タ
ウ
ン（
イ
ン
フ
ォ
メ
ー

シ
ョ
ン
カ
ウ
ン
タ
ー
）
／
Ｂ
Ｙ
ヨ
シ
ダ

／
赤
瓦
一
号
館
／
チ
ト
の
ゆ
び
／
長
生

堂
／
グ
リ
ー
ン
ス
コ
ー
レ
せ
き
が
ね
／

道
の
駅
犬
挟
／
市
役
所
観
光
交
流
課
／

同
売
店
／
関
金
支
所
支
所
管
理
課
な
ど

※ 

こ
の
ほ
か
、
自
治
公
民
館
で
の
注
文
販
売
、

市
内
各
事
業
所
、
店
舗
な
ど
で
の
販
売
も

行
い
ま
す
。

【マフラータオル】

打吹まつりのメニュー      

【１日目（８月４日（土）】

ところ：銀座通り、打吹公園通り、白壁

土蔵群周辺、シビックセンターたからや

内　容

・オープニング

  セレモニー

・屋台（山
だ し

車）巡業

・牛鬼パレード

・女みこし

・ＷＡＳＳＯ

・小学生金管バンド隊パレード

・たからや夜市

・レトロＺＯＮＥ

・くらのいち

・倉吉みつぼし踊り大会

・成徳キッズみつぼし隊

・まんが王国とっとり特設ブースなど

【２日目（８月５日（日）】

ところ： 飛天夢広場（倉吉大橋下河川敷）

内　容

・音楽ステージ

・打吹天女コンテスト

・太鼓ステージ

・ 倉吉アクティブスポーツネットワー

クイベント

・楽市楽座

・飛天花火大会など
※内容は変更となる場合があります。

【Tシャツ】

前 後ろ

【ポロシャツ】

※ポロシャツの絵柄は前のみです。

前 後ろ

【ポロシ

前

【楽市楽座出店者募集】

対　象：倉吉市内の団体、または個人

募集数：１５テント

募集期間：６月２５日（月）～７月６日（金）

の午前９時～午後５時

申込方法：所定の申込書により直接提出

（郵送・ファックス不可）

※応募者多数の場合、抽選により決定

2012.6（10）



《国民年金保険料の納付に困ったら…　》
問日本年金機構倉吉年金事務所（あ２６―５３１１）
　市民課（あ２２―８１５５／い２２―２９５４）

下水道マスコットキャラクター
「スイスイ」

《下水道 お水がいってる またくるね》
倉吉の豊かで美しい水環境を守り、生活環境の向上を図りましょう。

問下水道課（あ２２―８１７６／い２２―８１４０）
　

倉
吉
市
で
は
、
海
や
川
な
ど
の
水

環
境
を
保
全
し
、
清
潔
で
住
み
よ
い

ま
ち
づ
く
り
の
た
め
、
下
水
道
整
備

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

倉
吉
市
の
下
水
道
普
及
状
況　

◎ 

下
水
道
を
使
え
る
区
域
が
さ
ら
に

広
が
り
ま
し
た
。

昨
年
度
中
の
整
備
面
積

：

11
．３
ヘ
ク

タ
ー
ル

【普及率・水洗化率】
（平成２４年３月３１日現在）

普及率
（A）/総人口

接続可能
人口（A）

接続人口
（B）

水洗化率
（B）/（A）

公共下水道 ７３．４％３６,７３４人 ３１,０５４人 ８４．５％

集 落 排 水
(農業･林業)

１５．７％ ７,８６５人 ６,１１６人 ７７．８％

計 ８９．１％４４,５９９人 ３７,１７０人 ８３．３％

【
下
水
道
を
使
え
る
新
し
い
区
域
】

福
庭
町
１
丁
目
、
大
原
、
八
屋
、
山

根
、
巌
城
、
東
巌
城
町
、
米
田
町
、

国
府
、
秋
喜
、
不
入
岡
、
和
田
、
和

田
東
、
小
鴨
、
北
野
、
上
古
川
、
鴨

河
内
、
福
山
の
そ
れ
ぞ
れ
一
部

一
日
も
早
い
接
続
を

　

下
水
道
に
接
続
す
る
と
、
ト
イ
レ

や
台
所
な
ど
の
汚
水
を
、
下
水
道
へ

直
接
放
流
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

下
水
道
の
効
果
を
発
揮
す
る
た
め
、

１
日
も
早
い
接
続
を
お
願
い
し
ま
す
。

融
資
制
度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い　

　

下
水
道
接
続
に
伴
う
排
水
設
備
の

改
造
、
合
併
処
理
浄
化
槽
の
設
置
に

伴
う
排
水
設
備
の
改
造
に
必
要
な
資

金
の
融
資
を
あ
っ
せ
ん
す
る
制
度
が

あ
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
下
水
道
課
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

不
審
な
業
者
に
ご
注
意
を
！

　

最
近
、
宅
地
内
の
排
水
管
な
ど
の

調
査
・
点
検
を
名
目
に
訪
問
し
、「
清

掃
や
修
繕
が
必
要
」
な
ど
と
言
っ
て

不
必
要
な
清
掃
・
修
繕
契
約
を
迫
る

悪
質
な
業
者
に
関
す
る
相
談
が
寄
せ

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

倉
吉
市
が
業
者
に
依
頼
し
て
、
宅

地
内
の
排
水
設
備
を
点
検
・
清
掃
す

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ご
不
審
な
点
が
あ
れ
ば
下
水
道
課

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

合
併
処
理
浄
化
槽
設
置
者

に
補
助
金
を
交
付
し
ま
す

　

生
活
雑
排
水
と
、
し
尿
を
併
せ
て

処
理
す
る
合
併
処
理
浄
化
槽
を
設
置

す
る
人
に
、
費
用
の
一
部
に
つ
い
て

補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

▼
補
助
を
受
け
ら
れ
る
地
域

　

倉
吉
市
の
行
政
区
域
の
う
ち
、
公

共
下
水
道
事
業
認
可
区
域
で
な
い
地

域
、
お
よ
び
集
落
排
水
整
備
区
域
で

な
い
地
域
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
下
水
道
課
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
補
助
を
受
け
ら
れ
る
人

　

前
記
地
域
に
お
い
て
、
住
宅
、
事

務
所
、
事
業
所
、
そ
の
ほ
か
こ
れ
ら

に
類
す
る
建
物
に
処
理
対
象
人
員
が

50
人
以
下
の
合
併
処
理
浄
化
槽
を
設

置
す
る
人
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

▼
補
助
金
の
限
度
額

【 

く
み
と
り
式
便
所
、
お
よ
び
単
独

処
理
浄
化
槽
か
ら
の
転
換
】

５
人
槽         

６
６
２
，０
０
０
円

７
人
槽         

８
２
８
，０
０
０
円

８
人
槽
以
上

１
，１
１
９
，０
０
０
円

【
新
築
に
伴
う
設
置
】

５
人
槽         
４
５
６
，０
０
０
円

７
人
槽         

５
７
０
，０
０
０
円

８
人
槽
以
上    

７
６
９
，０
０
０
円

▼
補
助
基
数

：

合
計
13
基（
先
着
順
）

　

経
済
的
に
保
険
料
を
納
め
る
の
が
困
難

な
人
の
た
め
の
免
除
制
度
が
あ
り
ま
す
。

未
納
の
ま
ま
放
っ
て
お
く
と
、
老
後
の
年

金
だ
け
で
な
く
、
万
一
の
時
の
障
害
基
礎

年
金
や
遺
族
基
礎
年
金
も
受
け
ら
れ
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す
。
納
付
が
困
難
な
時
は

未
納
に
せ
ず
、
ぜ
ひ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

申
請
免
除

：

所
得
に
応
じ
て
保
険
料
の
全

額
ま
た
は
一
部
が
免
除
と
な
り
ま
す
。
承

認
を
受
け
て
も
全
額
免
除
以
外
の
人
は
減

額
さ
れ
た
保
険
料
の
納
付
が
必
要
で
、
納

め
忘
れ
る
と
未
納
扱
い
と
な
っ
て
し
ま
い

ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

若
年
者
納
付
猶
予
制
度

：

本
人
と
配
偶

者
の
所
得
が
一
定
以
下
の
30
歳
未
満
の
人

は
、
申
請
に
よ
り
納
付
を
後
払
で
き
ま
す
。

※ 

免
除
期
間
お
よ
び
納
付
猶
予
期
間
は
７
月
か

ら
翌
年
６
月
ま
で
で
、
申
請
が
遅
れ
て
も
７

月
ま
で
さ
か
の
ぼ
っ
て
認
め
ら
れ
ま
す
。
原

則
と
し
て
毎
年
申
請
が
必
要
で
す
が
、
申
請

時
に「
継
続
申
請
」
を
希
望
す
る
と
、
全
額
免

除
が
承
認
さ
れ
た
場
合
は
、
翌
年
か
ら
は
申

請
手
続
き
が
不
要
に
な
り
ま
す
。

学
生
納
付
特
例
制
度

：

本
人
の
所
得
が
一

定
以
下
の
学
生
は
、
申
請
に
よ
り
在
学
期

間
中
の
保
険
料
を
後
払
い
で
き
ま
す
。
特

例
対
象
期
間
は
４
月
か
ら
翌
年
３
月
ま
で

で
、
申
請
が
遅
れ
て
も
４
月
ま
で
さ
か

の
ぼ
っ
て
認
め
ら
れ
ま
す
。
承
認
さ
れ
た

翌
年
度
以
降
も
引
き
続
き
在
学
予
定
の
場

合
、
日
本
年
金
機
構
か
ら
送
付
さ
れ
た
は

が
き
を
返
送
す
る
だ
け
で
申
請
が
可
能
と

な
り
ま
す
。

（11）平成 24.6


